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2.2.2.全県的な被害推移の把握 

やんばる地域のみならず、全県的に松くい虫被害をコントロールするために、沖縄本島及び

被害発生離島での被害の推移を把握した。 

 

(1) 市町村ごとの被害材積調査 

沖縄県森林管理課では、松くい虫の被害状況について、県内各市町村に調査を依頼し、結果を

とりまとめて国に報告している（下記参照）。平成 9年以降の結果を次頁以降に示す。 
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図Ⅱ.2.2-5 リュウキュウマツ材線虫病被害材積量の面的推移
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【平成 29～令和元年度市町村毎の被害材積調査結果の傾向】 

・多くの市町村で、平成 29～30年度調査時点よりも減少、または維持されている傾向が見られた。 

・激害状態であった名護市、本部町、今帰仁村も被害材積量は減少傾向にある。平成 29年度に増加した北中城村も 2年続けて減少した。 

・平成 30年度～令和元年度間は急激な変化は見られなかったが、宜野座村、金武町、読谷村、北谷町で増加傾向、今帰仁村、恩納村、沖縄市、北中城村、南城市で減少傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅱ.2.2-6 松くい虫被害材積量の変化（左：H29年度、中：Ｈ30年度、右：R1年度（R1.12現在）） 
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